
青空と緑と産業のまち昭和町
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〔町の人口〕

男 7，084人 (-11)

女 6，652人(+11) 

計 13，736人(::f:::0 ) 

世帯数 4，867戸 (+13) 
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三
月
の
定
例
議
会
で
平
成
七
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
、

こ
の
予
算
を
も
と
に
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
の
景
気
の
動
向
を
慎
重
に
見
極
め
歳
入
を
見
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
経
常
経
費
な
ど
を
更
に
削
減
を
図
り
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
生
か

し
、
緊
急
性
・
必
要
性
・
事
業
効
果
な
ど
を
ふ
ま
え
な
が
ら
予
算
編
成
が
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
新
し
い
予
算
の
内
容
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
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楽
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ま
楽
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会計別予算額
( )は前年対比

平成 7年度

521意9，100万円

(25.0%増)』
6億5，140万6千円

(4.8%増)

ふ一品

|国民健康保険特別会計 1

般

6億644万3千円

(5.8%減)
|老人保健特別会計 1

9 f:意6，346万3千円

(22%増)
|下水道事業特別会計|

1，394万1千円

(6.7%減)
!渇水対策事業特別会計|

75億2，625万3千円

(19.4%増)

計)

町
の
今
年
度
の
予
算
は
、
七
十
五
億

二
千
六
百
二
十
五
万
三
千
円
で
す
。
前

年
度
の
予
算
六
十
三
億
四
百
十
九
万
一

千
円
と
比
べ
ま
す
と
、
十
九
・
四
%
の

増
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
は
、
五
十
二
億
九

千
百
万
円
で
、
前
年
度
の
予
算
四
十
三

億
三
千
四
百
万
円
と
比
べ
ま
す
と
、

二

十
五
%
の
増
と
な
り
ま
す
。
主
な
内
容

と
し
て
、
町
民
体
育
館
建
設
事
業
費
、

国
庫
補
助
対
象
事
業
と
し
て
、
都
市
計

画
街
路
押
越
西
条
新
回
線
道
路
新
設
事

業
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保

T
・
老
人
保
健
・
下

水
道
事
業
・
渇
水
対
策
事
業
な
ど
の
四
つ

の
特
別
会
計
の
合
計
は
、

二
十
二
億
三
千

五
百
二
十
五
万
三
千
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
約
八
%
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

平成 3年度40億4，280万4千円

平成 4年度53億1，500万円

平成 5年度45億

平成 6年度42億3，400万円

平成 7年度52億9，100万円

の般 E
Z住~

圃

移計 E

歳
入
で
は
、
町
税
が
全
体
の
約
六
十
②

四
%
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
前
年
度
決

j
「
円
U

算
見
込
み
か
ら
予
測
し
ま
す
と
、
お
よ

7.

そ

0
・一
二
%
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
町
一

ま
た
、
基
金
を
取
崩
し

一
般
事
業
に
充
わ

当
す
る
繰
入
金
は
、
前
年
度
に
比
べ
百
うト

品

二
十
七
、
九
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
十
二
年
報

連
続
し
て
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。
広

h
o対一平ぜ一

ー

;

i

h

-

-

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
教
育
費

が
十
四
億
四
千
九
十
六
万
三
千
円
で
、

全
体
の
二
十
七
・

二
%
を
占
め
、
全
体
の

ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。
以
下
、
土
木

費
、
総
務
費
と
続
き
ま
す
。

詳
し
い
予
算
の
主
な
使
い
道
に
つ
い

て
は
、
四
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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国民健康保険特別会計

科 自 金額
国民健康保険税 291.153 
分担金及び負担金 330 
使用料及び手数料 104 
国庫支出金 211.446 
療養給付費父付金 82.743 
県 支 出 金 1.655 
共 同 事 業 父 付金 2.800 
繰 入 金 50.766 
繰 越 金 10.000 
諸 収 入 409 
総 額 651.406 

科 目 金額

都宮 務 費 4.819 
保険給付費 471.943 
老人 保 健 拠 出金 157.488 
共同事業拠出金 4.731 
保 健施 設費 4.090 
そ の 他 8，3336 5 
高金 額 651.40 

老人保健特別会計

(単位千円)

料 目
支払基金父付金

国庫支出金

県 支 出 金

繰 入 金 等

也~~ 額

科目
総務費

医療諸費

予備費等

総額

金額

415.037 
126.206 
31.552 
33.648 
606.443 

金額

1.298 
604.343 

802 
606.443 

下水道事業特別会計

同

地方譲与税(2.5%)
1億3，000万円

分担金 ・負担金(2.2%)
1憶し674万4千円

県支出金(2.9%)
1億5，221万2千円¥

(単位千円) I 消防費(3.6%)
I .~ I~...... ' _ _̂/， 1億9，183万6千円

議会費(1.6%)
8，371万3千円

その他(0.5%)
科 目 金額

分担金及び負担金 43.770 
園 使用料及び手数料 20.131 

国 庫 支 出金 130.000 
繰 入 金 等 215.801 

A 諸 収 入 22.761 
町 債 531.000 
総 額 963.463 

料 目 金額

園 也~~ 務 費 116.398 
下水道事業費 712.740 

由
公 債 費 134.025 
予 f庸 費 300 
草食 額 963.463 

渇水対策事業特別会計

科目
繰入金

繰越金

諸収入
総額

科目
渇水対策費

予備費

総額

③ 広報 しよ うわ平成7.5.1

(単位 千 円 )

金額

7.441 
500 

6.000 
13.941 

金額

12.941 
1.000 
13.941 

公債費(5.2%)
2億7，361万7千円

土木費
10億9，406万7千円

(20.7%) 

教育費
14億4，096万3千円

(27.2%) 

総務費
9億2，842方 1千円

(17.5%) 



教育・文化の町づくり
0小中学校・空調設備工事等施設整備に

約 6，264万円

。文化財保護のために 約939万円

。押原中学校講師としての外国青年招致に

約547万円

08月に豪州|を研修する青少年海外派遣の補

助金に 約240万円

。青少年の対策費として 約588万円
。私立幼稚園への就園奨励費に 約220万円

。町立図書館の本な ど図書資料の購入に

約1，700万円

。温水プーノレの運営費に 約6，614万円

。町民体育館建設費として約7億8，000万円

身近な環境整備
0道路の新設・補修などに 約1億9，890万円

。河川の改良・改修工事に 約3，240万円

。農道・用排水路の整備に 約1億8，900万円

。水田営農活性化対策事業の補助金に

約820万円

O下水道事業への繰出し金約2億1，580万円

。環境にマッチした生け垣づくりの補助に

約200万円

。西条・河西の土地区画整理事業の推進に

約2イ意5，940万円

きれいな町づくり
0地下水・河川の水質検査に 約234万円

。各家庭などから出るごみや粗大ごみなどの

収集処理の委託に 約2，896万円

Oごみ処理・し尿処理など中巨摩広域事務組

合への負担金として 約9，142万円

。町道植樹帯や公園緑地等の管理委託料に

約1，830万円

活力ある町づくり
0町総合計画策定費用 約1，200万円

。住民票等自動交付機設置費 約938万円

。商業活動活性化対策費補助金 約100万円

。「ふれあい祭り 」を主催するふるさとづくり

推進委員会への補助金 約2，100万円

。勤労者の住宅取得のための融資預託金

約2;500万円

。各地区への運営費補助として 約455万円

。交通安全のための対策費に 約805万円

Oリ〆ート昭和の運営費に 約2，107万円

。常備消防の甲府地区広域行政事務組合への

負担金 約1億4，626万円

。消防ポンフ積載車の新規購入に

約1，298万円

。消火栓設置に 約315万円

Oさがら保養所休憩・宿泊料の助成に

約687万円

0乳児医療費助成金(対象を1才児まで引き上

げ) 約911万円

。重度心身障害者等医療費助成に

約2 .. ~78万円
。在宅福祉推進のための地域福祉事業補助

金 約335万円

。更生医療費の給付、補装具の給付、施設

入所措置費として 約1，550万四

O総合健診、結核予防など健康の保持増進

(今年から骨粗しよう検診も行なわれます。)

約5，583万円

。国民健康保険特別会計への繰出金

約5，077万円

。みんなで支える地域福祉事業、助成に

約180万円

。老人保健特別会計への繰出金約3，364万円

。老人福祉関係で、 ミドノレステイ 事業委託料

デイ・サービス委託経費 約2，396万円

。児童福祉関係て児童手当の支給、保育所

の児童措置費 約2億3，581万円

。敬老会補助金、老人福祉施設措置費など

を含む老人福祉費に 約8，431万円

。社会福祉協議会への補助金として

約1，969万円

広報しようわ平成7.5.1④



各
地
区
役
員
さ
ん
の
紹
介

【
西
条
一
区
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

【
西
条
ニ
区
】

区

長

区
長
代
理

" 

土
木
委
員

衛
生
委
員

【
清
水
新
居
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

【
西
条
新
田
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

{

押

越

}

区

長
区
長
代
理

土
木
委
員

木高雨名角藤 望 斉 井 塚 一 高望高笹中林 高福

島
日

向

加
賀
美

多

甫

・JEn什
1

、、
，

J
d

‘

堀

内

河 望樋浅

原野宮執野原 月 藤 口 原 瀬 野野月 野 本 込口澄月

(敬
称
略
)

幹

男

忠

義

初

男
和

彦
栄

幸政正豊孝正責保棟剛和勝 周 賢R'久
ド生武五

憲男一裕弘清 一

衛
生
委
員

【
河
東
中
島
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

【
紙
漉
阿
原
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

【
築
地
新
居
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

司雄男毅仁 肇雄彊利作次

各地区の概要

男薫秀一一一

片雨有鷹輿荻小
宮
山

平

原
田

中

深

沢

佐井石野丸

山

卓

宮賀野石野

真 善 和

男平五口真

丙
午
郎

正博品

藤口川村茂

健利

{

飯

喰

】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

【

河

西

】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

【
上
河
東
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

【
上
河
東
ニ
区
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

見猛受光 富茂 久洋次彦

小小倉磯山五萩今薬小加塚細伊
々

松美原田藤

広 田 小 黒上

林沢島部本昧原村袋瀬辺俣石 田

勝惰大常一 美為 将 征 美日月誠照良

教
育
委
員
に

清

水

裕

氏

選

任

陽巳 二 厳

土也 区 名 人口 世帯

西条一区 1， 184 465 

西条ニ区 2，523 937 

清水新居 1，321 541 

西条新国 877 262 

押 越 1，207 384 

河東中島 902 2'96 

紙 漉阿原 1， 134 435 

築地新居 1，042 318 

飯 喰 487 160 

河 酋 1，233 441 

上 河 東 649 259 

上河東ニ区 1， 177 369 

計 13，736 4，867 

行 治 馨 和 三勝雄司勇義

自
衛
官
募
集

相
談
員
紹
介

鷹

野

敏

夫

氏

河
東
中
島
三
番
地

宮
七
五
l

二

一
三
O

治四一猛治

平
成
六
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
七

年
度
・
平
成
八
年
度
の
自
衛
官
募
集
相

談
員
と
し
て
、
昭
和
町
担
当
の
相
談
員

に
鷹
野
敏
夫
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
募
集
に
か
か
わ
る
応
募
子

続
な
ど
い
つ
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自

衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

O
応
募
資
格
日
本
国
籍
の
満
十
八
歳

か
ら
二
十
七
歳
未
満
の
男
子

O
入

隊

毎

月

下

旬

そ

れ

ぞ

れ

の

教
育
隊
に
入
隊

O
身

分

採

用

日

を

も

っ

て

特

別

職
国
家
公
務
員

。
休

日

完

全

週

休

二

日

制

(平成 7年 4月1日現在)

裕氏

-

住

所

押

越

一
五
一
七
番
地

-
生
年
月
日
昭
和
四
年
二
月
二
十
五
日

・

任

期

平
成
七
年
四
月

一
日
j

平
成
十
一
年
三
月
三
十

一
日

O
前
教
育
委
員
・
輿
石
哲
夫
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
議
会
の
同
意
を
得
て
新

た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

j青水

町
消
防
団

本
部
役
員
紹
介

(敬
称
略
)

四
月
一
日
付
け
で
、
町
消
防
団
の
本

部
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

団

長

野
中

敏
美
(
築
地
新
居
)

副

団

長

土反
本

久
(
築
地
新
居
)

副

団

長

窪
田

正
樹
(
紙
漉
阿
原
)

機

友
男
(
西
条
新
田
)

長

三
谷

指
導
部
長

築西
地条
新新

西居田

⑤広報しようわ平成7.5.1

山
中

指
導
部
長

田
中

運
転
手
長

今
村

力

河



Jak ~4，こ

町民のみなさんの健康で、潤いのある生活を

図るため、今年も海の保養所を開設します。

この汁毎の保養所グは、昭和町と静岡県榛

原郡相良町観光協会とで利用契約を結んでい

るもので、宿泊・休憩の施設が町の助成で利

用できます。

。利用できる人

昭和町に住民登録及び外国人登録のある人

。利用期間

7月 1日から 8月31日まで、

O助成金額

。宿泊

1人目白 3，500円助成

(ただし、 1人 2泊分まで)

O休憩

1人 1日 全額助成

(ただし、 l人 2日分まで)

。受付期間

6月 1日から

O利用手続き

0宿泊 はじめに相良町観光協会 (fi0548-52

3130)へ予約の申込みをしてください。予約が

とれますと、 予約通知書が送られてきますので、

その予約通知書と 印鑑を持って、役場経済課で

利用券交付の申請をしてください。

0休憩 予約の必要はありませんので、 印鑑を持

って役場経済課で利用券交付の申請をしてくだ

さい。

。お問い合せ

役場 2階経済課 (fi75-2111)まで

く昭和町指定宿泊施設一覧表〉

宿 泊施設名
収容 電話番号 ↑泊2食基本料盆(円)
人数 (0548) 大人小人

民 とらぞう 45 58-0617 6.500 6.000 
民 大 沢 40 58四 1287 7.000 6.000 
民 さじゑもん 60 52-1534 7.000 6.500 
民 宮 城 野 35 52皿 1038 7.000 6.000 
民 13¥ じ た 16 52-0775 6.500 6.000 
民 美 テ......... 良 40 52-0190 6.500 6.000 
民 さ ガ ら 45 52-4481 6.000 5.000 
民 回E喧lB司2 士 見 20 52-1440 6.000 5.000 
民 さ さ や 40 52四 0661 6.500 6.000 
民 田 Jと'I刀コ 150 52-4040 7.000 7.000 
民 す ず j冥 60 52四 0614 6.500 6.000 
民 なかじ ま 40 52田 1593 6.500 6.000 
民 もりまさ 72 52-1526 6.500 5.200 
民 大 磯 30 52-2323 7.000 6.000 
民 求 楽 40 52-0290 6.500 6.000 
べ むぎわらぼうし 23 52-0151 8.000 6.000 
べ 海岸通り 50 52-1363 10.000 8.000 
ぺ リリカル 27 52-6888 9.000 6.000 
旅 大 徳 屋 35 52-0055 9.500 6.500 
ñ~ て る 屋 40 52-0202 8.500 6.500 
ñ~ 相良センター 40 52四 0546 6.500 6.500 
ñ~ 寿 し j原 20 58-0033 7.000 6.000 
ホ パームビーチ 76 52-4141 YbF ，JE0Eし00 45.3Z9E0し0 

(消費税は別途)

※民は民宿、ぺはペンション、旅は旅館、ホはホテルです。

O料金は一部屋lこ4名以上の場合の金額です。

2名以下ですと割増料金がかかる場合があります。

O冷1房費は宿によって別料金の場合があります。

町
マ
イ
ホ
ー
ム
ロ
i
ン

、
施
で
グ

• 昭
和
町
マ
イ
ホ
ー
ム
ロ

l
ン
は
、
昭

和
町
と
労
働
金
庫
が
提
携
し
、
勤
労
者

の
み
な
さ
ん
に
マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
を
ご

融
資
す
る
制
度
で
す
。

闇
融
資
対
象
の
方

昭
和
町
内
に
自
己
の
居
住
す
る
住
宅

を
新
築
・
購
入
さ
れ
る
勤
労
者
の
方

で
、
平
成
七
年
十
二
月
末
ま
で
に
完

成
ま
た
は
購
入
見
込
み
の
方

-
受
付

平
成
七
年
五
月

一
日
よ
り
(
年
度
枠

が
あ
る
た
め
先
着
順
に
な
り
ま
す
)

・
融
資
の
額

最
高
五
百
万
円

・
利
率
・
・
・
返
済
期
間

利
率
:
・
年
三

・
六

O
%

返
済
期
間
・
:
二
十
年
以
内
(
元
利
均

等
払
)

-
担
保
・・
・
保
証
人

担
保
:
・
取
得
す
る
建
物
、
土
地

保
証
人
・
・
・
個
人
保
証
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
(
た
だ
し
、
担
保
提
供
者
は
連

帯
保
証
人
と
な
り
ま
す
)

保
証
期
間
・
:
労
働
金
庫
が
定
め
る
保

証
期
間

-
返
済
方
法

毎
月
払
い
と
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
い

・
お
申
込
み
は

山
梨
県
労
働
金
庫
ま
で
(
包
三
五

|

三
四
三
一
)

-
お
問
い
合
せ
は

役
場
経
済
課
ま
で
(
岱
七
五
l

二一

一
一)

広報しようわ平成7.5.1⑥



愛
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施
を

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
飼
い
主
に
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
家
庭
で
は
、
下

記
の
日
程
を
ご
覧
に
な
り
、
最
寄
り
の
会
場
で
必
ず
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
期
間
に
受
け
ま
せ
ん
と
、
後
日
獣
医
師
が
家
庭
訪
問
を
し
て
注
射
を
し
ま

す
。
こ
の
時
、
注
射
料
と
登
録
料
の
ほ
か
に
、
訪
問
料
千
二
百
円
が
か
か
り
ま
す
。

門
市
閣
川
町
品
川
町
同
U

子
犬
が
生
ま
れ
た
時
は
責
任
を
も
っ
て
飼
え
る
人
が
登
録
を
し
、
子
犬
を
飼
え

な
い
方
は
、
毎
月
町
の
広
報
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
収
集
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

犬
は
他
人
や
社
会
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

飼
い
方
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

。

犬

や
猫
が
公
園
・
道
路
・
他
人
の
土
地
・
作
物
な
ど
を
荒
ら
し
た
り
汚
し
た

り
し
な
い
。

O

犬
の
フ
ン
を
始
末
す
る
。

。

犬
や
猫
を
捨
て
な
い
。

。

犬
を
ク
サ
リ
な
ど
に
つ
な
ぎ
、
放
し
飼
い
に
し
な
い
。

。

犬

の

散

歩
を
す
る
時
も
首
輪
に
ク
サ
リ
な
ど
で
し
っ
か
り
つ
な
ぎ
、
放
さ
な

い
よ
う
に
す
る

0

0

登
録
や
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
。

。

犬
や
猫
の
好
き
な
人
ば
か
り
が
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
人
に
迷
惑

や
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
飼
い
主
は
充
分
な
心
配
り
と
正
し
い
し

つ
け
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

門
閣
刷
国
働
側
骨
四
国
川
四
四
四
〕

従
来
、
毎
年
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
犬
の
登
録
が
、
平
成
七
年
四
月
か
ら

一
犬
に
対
し
、
終
生

一
回
の
登
録
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
犬
が
死
亡
し
た
時
、
犬
の
飼
育
場
所
が
変
わ

っ
た
時
、
他
人
に
犬

を
譲
っ
た
時
、
犬
が
飼
え
な
く
な
っ
た
時
又
は
、
飼
い
主
が
転
居
す
る
場
合
な
ど

に
、
飼
い
主
は
必
ず
市
町
村
に
届
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

変

更

届

関

係

一

覧

所 犬 犬 犬 犬 届

有 ののの

者 所有者 所有者
所在 の出

の 地
死 事ののの

変
所住 称名 更変

更 亡 I頁

新所者有

所 所 戸片 所 届

有 有 有 有 出

者 者 者 者 者

犬 犬 犬 犬 犬 届

ののののの
所 所 所

新所在
所

在 在 在 在

地 地 地
地

地 出

ののののの
市 市 市

市町
市

IlIT 回I四I 開I
十?十f十f十?十十 先

※
た
だ
し
、
同
時
に
複
数
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
同
時
に
行
う
。

L平成7年度犬の登録及び狂犬病予防注射についてJ
受付時間(午前 場 所 | 受付時間(午後 場 所

午前 9: 30~10: 30 清水新居地区公民館 | 午後 1 :OO~ 2 :00 西条 一 区公会堂

Y10: 45 ~ 11: 45 西条新田公会堂" 2 : 15 ~ 3 : 00 西条二区第三公会堂

午前 9: 30~10 :45 西条二 区第一公会堂|午後 1 :OO~ 1 :45 押越第 一 公会堂

y1 1  :00~11 :45 紙漉阿原公会堂" 2 : 00 ~ 3 : 00 河東中島遊園地

午前 9 :30~10 :30 築地新居公会堂|午後 1:OO~ 1 :45 河西大林公園

" 10:45 ~ 11 :45 飯喰集落センター" 2 :OO~ 2 :45 上 河東公会堂

| " 3 : 00 ~ 3 : 30 ;上河東二区集会場

)昭和町総合会館駐車場|

実施日

5月9日

(火)

11日(木)

10日(71<)

9 :00~12 :00 午前14日(日)

女料金は次のとおりです。

集合注射 訪問注射

犬の登録手数料 3，000円 3，000円

注射;斉票交付手数料 530円 530円

予防注射料 2，440円 3，640円

dロb、 言十 5，970円 7，170円

。平成 6年度(平成 7年 3月以前)に犬の

登録をしていた方も、今年度は登録をし

なければなりません。

狂犬病予防注射は従来と同様に年 1回

必ず受けなければなりません。

※ご注意ください。

。

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
三
水
曜
日
、

午
後
二
時
よ
り
正

し
い
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

0

・
お
問
合
せ
先

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

(
岱
七
三
|
五

O
三
四
)

お
ふ

⑪一
犬
、
ガ
行
方
不
明
に

な
つ
だ
ら
H
H

犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
ま
ず
役
場

環
境
衛
生
課
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
岱
七
五
|
一
一

一
一
一
内
線
二
二
六
)

「犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い
で
、

し

っ
か
り

つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
」

⑦広報しようわ平成7.5.1



不ムたちの

空活排水につωて

考えましよう.グ
河川の水質検査結果

町
で
は
、
私
達
の
日
常
生
活
か
ら
排

出
さ
れ
る
生
活
排
水
(
台
所
排
水
・
洗

濯
排
水
・
風
呂
排
水
・
洗
面
排
水
等
)

に
つ
い
て
は
野
放
し
状
態
で
あ
り
水
質

汚
染
に
係
る
生
活
排
水
の
占
め
る
割
合

が
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
町

内
小
河
川
が
現
在
ど
の
よ
う
な
状
態
に

あ
る
か
を
把
握
す
る
た
め
昭
和
六
十

一

年
度
よ
り
町
内
十
地
点
(
左
頁
の
資
料
1
)

に
お
い
て
検
査
を
継
続
し
実
施
し
て
お

り
、
本
年
度
は
、
平
成
七
年

一
月
十
二

日
に
実
施
し
ま
し
た。

B
O
D
(
汚
れ
て

S
S
(濁
り
)
、
陰

イ
オ
ン
界
面
活
性
剤
(
洗
剤
の
成
分
)
と

も
左
頁
の
資
料
2
の
と
お
り
⑬
l
⑨
地

点
以
外
は
上
流
よ
り
下
流
の
数
値
が
下

が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

他
の
水
系
か
ら
の
流
入
や

湧
水
に
よ
り
う
す
め
ら
れ
て
い
る
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

⑬

l
⑨
地
点
は
流
量
が
少
な
い
た
め

生
活
排
水
が
影
響
さ
れ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

全
体
に
本
町
の
河
川
は
、
小
河
川
が

主
な
た
め
、
流
量
が
少
な
く
生
活
排
水

が
直
接
水
質
汚
染
に
影
響
さ
れ
て
い
る

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

住
民

一
人

一
人
が
河
川
浄
化
の
意
識

を
持
ち
自
分
た
ち
の
何
気
無
い
生
活
環

境
か
ら
少
な
か
ら
ず
水
質
汚
染
を
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
少
し
で
も

水
質
汚
染
に
荷
担
し
な
い
よ
う
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫

(
使
用
済
の
天
ぷ
ら
油
や

飲
み
残
し
の
味
噌
汁
等
、
ま
た
流
し
台

の
排
水
口
に
網
等
を
張
り
御
飯
つ
ぶ
等

を
川

へ
流
さ
な
い
)
を
し
、
川
へ
流
さ

な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

井
戸
水
の

水
質
検
査
結
果

町
で
は
、

本
年
も
町
内
全
域
を
五

O

O
m
間
隔
で
メ
ッ
シ
ュ
状
に
区
切
り
四

十
三
本
の
井
戸
の
水
質
を
検
査
し
ま
し

J
j
 平

成
六
年
度
の
調
査
結
果
、
汚
染
物

質
は
前
年
と
同
様
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

四
十
三
本
の
検
査
結
果
、

二
十
九
本

で
は
水
質
基
準
に
適
合
し
て
い
ま
す
。

不
適
合
で
は
、
鉄
分
二
本
、

一
般
細
菌

並
び
に
大
腸
菌
群
三
木
、
そ
の
他
九
本

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

飲
料
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
家
庭

で
は
年

一
回
の
水
質
検
査
を
受
け
ま
し

ト
品
、
F

「ノ
。

また、広域

〈三町〈昭和・竜王・田富〉合同水質検査結果〉
町では、急激な宅地開発や生活様式の変化(水洗化)に伴う生活排水量の増加によりその汚濁は上流から、

的に及んできている中て¥竜王町、田富町と合同で平成 7年 1月12日水質検査を実施 しました。

検査項目は BOD  (汚れ)、陰イオン界面活性剤(洗剤の成分)の 2項目で午前 と午後の調査比較では、殆どの地点で午

後の方が生活排水による影響で水が汚れていま した。

上流の宅地の中を流れながら除々に汚れ、中には岡場整備の中を流れ湧水等により浄化された地点もありま した。

住民ひ とりひとりが河川浄化の意識を持ち水質汚染に荷担 しないよ うちょっと した工夫や下水道供用地区てやは速やかに

接続させ水質をみずから守りま しょう 。

三町合同水質検査結果表

朝 B 0 D濃度 陰イオン界面活性剤濃度 イ交 BOD  濃度 陰イオン界面活性剤濃度
6:00 m守/E m守/E 19:00 時 /E mg，/ E 

竜王町 | 2.4 0.094 竜王町 1 15.1 0.578 

山イ犬)11- 昭手口町 | 1.7 0.089 日百手日目TI 3.3 0.408 

東花輪川 田富町| 0.7 0.013 田富町 | 1.2 0.041 

田富町 2 0.9 0.033 田富町 2 2.4 0.037 

竜王町 2 1.8 0.093 竜王町 2 4.9 0.199 

旧常永川 ~ 日吉末日SlJ2 2.9 0.051 B~手口問J 2 18.1 0.828 

清)11 田富田J3 1.1 0.032 田富町 3 1.2 0.043 

田富町 4 1.7 0.017 田富町 4 6.2 0.051 

広報 しよう わ 平 成7.5.1⑧

* B 0 D (生物化学的酸素要求量)水中の有機物(汚れ)の量。

*陰イオン界面活性剤 洗剤に含まれてい ます。



No. 調 査 地 占 名 No. 調 査地点 名

東川上流 玉川団地排水口上 6 常永川上流

2 東川下流 玉川団地排水口下 7 常永川下流

3 東川最下流 中央道側道付近 8 今川下流

4 鎌田川上流 鎌田川橋上 9 清水新居地区下流

5 鎌田川下流 パチンコ昭和横 10 清水新居地区上流

ー子¥¥竺竺O. ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

B O D (mg/.e) 13.6 18.5 10.3 21.7 7.1 15.6 4.1 

S S (mg/.e) 10.8 12.8 4.4 12.0 6.1 13.2 5.3 

陰イオン界面活性剤 (mg/.e) 1.49 2.25 1. 47 2.13 0.69 2.56 0.33 

* BOD (生物化学的酸素要求量)水中の有機物(汚れ)の量。 *陰イ オン界面活性剤 洗剤に含まれています。

*ss 浮遊物質量)濁り の原因になって いる物質の量。

⑨広報しようわ 平成7.5.1

クリーンプラザ昭和下

甲府東洋(株)下

玉穂町境界水門下

ワ-)レドノ\ンタ-~ヒ

アピオ北西水路

〔資料 2) 

⑧ ⑨ ⑬ 

3.3 26.8 4.4 

4.8 13.8 2.1 

0.33 0.71 0.72 



西
~ 

フ"

区

四
月
八
日
に
西
条

一
区
地
用
に
建
設

さ
れ
た
消
防
ポ
ン
プ
小
屋
前
に
お
い
て

各
関
係
者
出
席
の
な
か
消
防
ポ
ン
プ
小

屋
引
渡
式
と
消
防
団
詰
め
所
の
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
の
消
防
施
設
の
充
実
を
は
か
る
事

業
の

一
環
と
し
て
、
こ
の
ポ
ン
プ
小
屋

は
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
買
い
替
え
を

前
に
現
在
の
施
設
で
は
車
の
入
ら
な
い

地
区
の
車
庫
を
新
設
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
西
条

一
区
の
消
防
団
の
活
動

拠
点
と
も
い
え
る
詰
め
所
も
、
町
か
ら

の
補
助
金
及
び
区
民
の
協
力
に
よ
り
、

同
時
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

新
設
に
あ
た
っ
て
は
、

J
A
東
部
農

協
の
厚
意
に
よ
り
用
地
の
提
供
を
い
た

だ
く
な
ど
、
消
防
防
災
体
制
の
充
実
は

私
た
ち
町
民
の
等
し
く
願
う
と
こ
ろ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
」

を
基
本
に
、
町
で
は
消
防
防
災
機
材
等

の
整
備
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が

今
回
新
設
さ
れ
た
消
防
ポ
ン
プ
小
屋
及

び
詰
所
が
、
そ
の
使
命
を
充
分
は
た
す

た
め
の

一
助
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ポ
ン
プ
小
屋
に
つ
け
ら
れ
た
、
真
新

た
ら
し
い
赤
い
ラ
ン
プ
は
、
西
条

一
区

の
防
災
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
輝
き
つ

づ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

当
日
の
引
渡
式
は
、
建
設
業
者
へ
の

感
謝
状
の
贈
呈
、
ま
た
西
条
一
区
へ
の

引
渡
し
書
の
交
付
に
つ
づ
き
、
町
長
及

び
議
長
の

「安
心
し
て
く
ら
せ
る
町
を

め
ざ
し
て
」
の
あ
い
さ
つ
と
、
西
条

一

区
々
長
の

「
地
域
住
民
の
安
心
の
た
め

充
分
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
い
う

謝
辞
に
よ
り
終
了
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
ホ
l
ム
ス
テ
イ
に
よ
る

青
少
年
・
教
職
員
海
外
派
遣

八
月
十
八
日
j
二
十
八
日

次
代
を
に
な
う
青
少
年
と
町
内
三
校

の
教
職
員
を
対
象
と
し
た

「第
六
回
昭

和
町
青
少
年
・
教
職
員
海
外
派
遣
事
業
」

が
今
年
も
八
月
下
旬
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
た
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
七
日
間
の
ホ

l
ム
ス
テ
イ
を
メ

イ
ン
に
相
互
の
友
好
理
解
、
国
際
親
善

を
深
め
る
と
共
に
語
学
研
修
の
場
と
し

て
も
充
実
し
た
内
容
で
実
施
い
た
し
ま

す
。参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要

領
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

-
応
募
資
格
|
町
内
在
住
の
中
学
生
、

高
校
生
、
専
門
学
校
生
、

大
学
生
、
勤
労
青
少
年

・

定

員

青

少

年

・

:

十

一
名

教
職
員・
:
三
名

-
期

間

|
八
月
十
八
日
i
二
十
八
日

・
費

用

約

三
十
二
万
円
(
費
用

の
半
額
を
町
が
補
助
)

・
お
問
合
せ
・
応
募
先
|
昭
和
町
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課

包

七

五

|

三
七
三
七

・
応
募
締
切
日
五
月
十
九
日
(
金
)

日召平日lIIJ 送迎パスにて成田へ

成田発 到着後、搭乗手続き。出国審査後、搭乗ゲー トへ

8月18日(翁
カンタス航空機にてメルボルンへ

〈シドニー経由/所要時間 12時間〉

到着後、入国審査
パスにて市内ホテルヘ ホテルチェ ックイン

滞在 ホテルにて朝食後、出発

市内観光

19 EI出 (フィッツロイ公園、 ~~'I議事堂など)
レストランにて昼食後、ホストファミリーと合流、オリエンテーリンク守

ホームステイ

20 EI(日) 滞在 ホームステイ、英会話教室、乗馬の実習

21白(月) 7‘をF菅*1:白J土'- ホームステイ、郊外見学ツアー、英会話教室

22日伏) J金F量冒f1:田4土ー- ホームスァイ、郊外見学ツアー、英会話教室

23 日 ~J<) 滞在 ホームステイ、郊外見学ツアー、英会話教室

24日嗣 滞在 ホームステイ、郊外見学ツアー、英会話教室

7‘全爾土'ー1:土- ホームステイ最終日

25日働
会ホストファミリーと団員が合流

全員で観光
さよならパーティー ホテルに宿泊

メルボjレン ホテルにて朝食後、空港へ
26日出 航空機にてシドニーへ 到着後J'Iスにて市内観光

シドニー 市内ホテルに宿泊

ホテルにて朝食後、出発

シドニ一市内観光

27日(日) (オペラハウス、ギャッフJ'I←ク、キングスクロスなど)

空港へ・到着後、搭乗手続き、出国審査後、搭乗ゲー
トヘ カンタス航空機にて成田へく所要時間9時間〉

成田 到着後、入国審査
28日(丹) 送迎パスにて山梨へ

Eli3平日lIIT 到着.おつかれさまでした。

広報しようわ平成7.5.1⑬

春
の

全
国
突
通
安
全
運
動

五
月
十
一
日
か
ら
五
月
二
十
日
ま
で

の
十
日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
、
県
で
は
「
ふ
れ
あ
い
と

ゆ
と
り
で
つ
な
ご
う
無
事
故
の
輪
|
交

通
安
全
は
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
玉
役
で

す
」
ー
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
県
民

一
人

ひ
と
り
が
交
通
安
全
の
意
識
を
持
ち
、

交
通
事
故
を
な
く
す
よ
う
呼
び
掛
け
ま

す
。

マ
運
動
の
重
点

・
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

.
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
交
通

事
故
防
止

最
近
の
交
通
事
故
と
し
て
、
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
や
飲
酒
運
転
な
ど
の
無

謀
運
転
に
よ
る
夜
間
事
故
が
多
発
し
て

お
り
、
な
か
で
も
若
者
に
よ
る
自
爆
事

故
や
高
齢
者
の
横
断
中
の
事
故
が
目
立

ち
ま
す
。

こ
の
運
動
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
も
進

ん
で
参
加
し
、
家
族
や
仲
間
か
ら
悲
惨

な
交
通
事
故
の
被
害
者
や
加
害
者
も
出

さ
な
い
た
め
に
、
正
し
い
交
通
ル
!
ル

と
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
て
、
安
全

で
快
適
な
地
域
社
会
を
築
き
ま
し
さ
又



初
夏
の
乱
舞
を
願
っ
て

ホ
タ
ル
放
流
式

押
原
の
私
営
池
・
営
川

三
月
二
十
三
日
に
恒
例
と
な
っ
た
「ホ

タ
ル
放
流
式
」
が
、
愛
護
会
を
は
じ
め
関

係
者
の
出
席
の
も
と
押
原
の
杜
で
行
わ

れ
ま
し
た。

今
年
は
、
押
原
の
杜
に
造
設
さ
れ
た

「蛍
池
」
「
蛍
川」

に
苔
や

エ
サ
と
な
る

カ
ワ

ニ
ナ
が
成
育
し
、
ホ
タ
ル
が
自
生

す
る
環
境
が
整
っ
た
為

「自
生
ホ
タ

ル

に
よ
る
文
字
通
り
の
蛍
池
・蛍
川」
の
復

活
を
期
し
て
の
放
流
式
と
な
り
ま
し
た。

こ
の
日
、

押
原
保
育
園
年
長
組
の
園

児
ひ
と
り
ひ
と
り
が
二
i
三

仰
に
成
長

d

司
式
典
で
泉
町
長
よ
り
記
念
品
を
受
け
取
る

園
児
た
ち
。

線灘錨

。FE調
査

本
年
十
月

一
日
現
在
で
、
全
国

一
斉

に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
方
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も

基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
統
計
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
、

二
十

一
世
紀
に
向
け
た
各

種
の
計
画
や
福
祉
対
策
、
雇
用
対
策
、

住
宅
対
策
、
防
災
対
策
な
ど
、
各
種
の

行
政
を
行
う
た
め
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ー
総
務
斤
統
計
局
!

山
梨
県
・

ワコ
n
H
T
J

応
同

-
g小
悶

凶

ふ
フ
月
の

お
す
す
め

図
書

【
一
般
図
書
}

o
芸
道
艶
舞
恋
誇

小
松
左
京
広
済
堂
出
版

。
父
と
子
の
荒
野

小
林
久
三

集
英
社

。
春
の
ソ
ナ
タ

三
田
誠
広
集
英
社

。
貴
族
の
娘

三

好

徹

集
英
社

o
砂
糖
病w

・
ダ
フ
テ
ィ日

貿
出
版
社

⑪ 広報 しようわ 平成7.5.1

{
児
童
図
書
】

o
と
ベ
グ
翼
竜
号

富
永
敏
治
ポ
プ
ラ
社

。
雲
の
ピ
ア
ノ

あ
ま
ん
き
み
こ

o
ホ
レ
イ
シ
ョ
ー

笠
由
門
火
火
斗

1

==
ロヱ
=
ロ
ムぷ
1

B
・
G
・
ポ
リ
コ
フ

あ
か
ね
書
房

o
も
り
の
さ
ん
ぽ

J
・
サ
イ
モ
ン
倍
成
社

。
し
ろ
へ
び
で
ん
せ
つ

山
下
ケ
ン
ジ

講
談
社



例:平成 5年11月2日生まれ

平成 平成 平成

七 ノ、 五
年

十十九八七六五四 三二 年十一 十年十十九八七六五四 コ一 一十

月月月月月月月月 月月月月 月月月月月月月月月月月月月

唖(一一 改 一一一争
ミ，ー

4ト一一一 しミ 一一一予唾一一一、ー 一一一捧

正 の ま
期

平成

ま
平成よ 間 で

り {ま
---'-

グ〉 五/、

江J主ζ乙 王ム立〈ヤ 年十 5JX2E • 十年

J小Z口〉 *'、る口、 一 小v.~口. 一

末月
月

出 で 期
一

来 き 日 間 日

る ま 生出

期 せ
間 ん

平
成
七
年
四
月

一
日
よ
り
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金
申
請
書
が
変
更
に
な
り
ま
す

の
で
、
新
し
い
申
請
書
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
(
従
来
の
用
紙
で
証
明
を
受
け
た

も
の
は
、
従
来
用
紙
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
)

詳
し
く
は
昭
和
町
役
場
町
民
窓
口
課
(
岱
七
五
|
一
一
一
一
一
内
線
三

O
O番
)
ま
で

〔この機会にあなたもチェック】

人間ド
@きり@きり@きり⑨⑤⑨⑧

働きざかり花の実年検診

ク‘Y 

人
生

の
節
目
の
年
に
、
人
間
ド

ッ
ク

を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

そ
の
日
の
う
ち
に
検
査
結
果
が
わ
か

り、

医
師
の
説
明
や
保
健
婦
・

栄
養
士

に
よ
る
き
め
細
か
な
生
活
・
栄
養
指
導

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

検
査
当
日
は
、
総
合
会
館
前
か
ら
検

査
会
場
ま
で
送
迎
パ
ス
が
出
ま
す
。

-

対

象

三
十
五
歳
・
四
十
五
歳
・

五
十
五
歳
・

六
十
歳
・

六
十
五
歳
の

方

(
平
成
七
年
度
の
年
齢
で
す
)

-
検
診
日

六
月
二
日

(
金
)
・
十
二
日
(
月
)

十
四
日
(
水
)
・

二
十
日
(
火
)

員

九

十

人

-
定

-

検

査

内

容

⑫

胃

カ

メ

ラ

超

音

波

子

宮

が

ん

日

血
液
検
査

大

腸

診

察
な
ど

7成

-

そ

の

他

の

検

査

(

別

料

金

)

平

頭
部
C
T
検
査

乳
房
X
線
検
査

一

わ

肺
が
ん
検
査

一

ノ
リ
の
大
敵
は
湿
気
で
す
。

一
度
し
、
れ

・
自
己
負
担
金

一

け
て
し
ま

っ
た
ら
、
昧
も
香
り
も
抜
け
し

五
千
五
百
円

…

て
し
ま

っ
て
、
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。

瑚

・
町
で
約
三
万
円
を
負
担
し
ま
す

…

湿
気
を
避
け
て
ノ
リ
を
保
存
す
る
に
)

・
ぉ
申
込
み
の
時
に
必
要
な
も
の

一
は
、
缶
に
入
れ
て
密
封
し
、
冷
蔵
庫
に

印

鑑

負

担

金

一
保
管
し
ま
す
。
こ
う
す
れ
ば
、

一
年
く

・
検
査
機
関

一
ら
い
は
し
け
ら
せ
な
い
で
保
存
が
で
き

山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

一
ま
す
。
使
う
と
き
は
、
冷
蔵
庫
か
ら
出

・
ぉ
申
込
み
期
間

一
し
、
し
ば
ら
く
室
内
に
置
い
て
、
容
器

五
月
十
五
日
(
月
)
1
二
十
二
日
(
月
)

…
が
室
温
と
同
じ
に
な

っ
て
か
ら
缶
を
開

.
お
申
込
み
問
合
せ
先

一
け
ま
す
。
缶
が
冷
た
い
ま
ま
ノ
リ
を
取

町
総
合
会
館
内
健
康
福
祉
課

一
り
出
す
と
、
空
気
中
の
湿
気
が
ノ
リ
に

(
岱
七
五
l

一一

一
一
一
)
ま
で

一

つ
き
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
せ

っ
か
く
冷

一
蔵
庫
に
入
れ
て
保
存
し
て
も
、
意
味
が

一
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一

味
も
香
り
も
抜
け
た
う
え
に
し
け
て

一
し
ま

っ
て
も
、
ノ
リ
を
捨
て
る
の
は
も

一

っ
た
い
な
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
ノ

一
リ

の

鉱
か
を
作
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

唱

は

ん

じ
よ
う

…
す
。
半
帖
の
ノ
リ
を
大
き
く
ち
ぎ
り
、

…
目
の
細
か
い
ザ
ル
に
入
れ
ま
す
。
水
の

一
入

っ
た
ボ

l
ル
に
ザ
ル
ご
と
つ
け
、
ノ

…
リ
が
ふ
や
け
る
ま
で
待
ち
ま
す
。
ふ
や

一
川

]

軽

く

水

気

を

切

っ
て
く
だ
さ

※
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド

ッ
ク
は

秋
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

献血にご協力ください
5月15日(用)

午前9時30分--12時
午後?時~午後3時30分まで

昭和町役場正面玄関前

時

所

日

場

全血献血 C200.400ms)成分献血献血の種類

暮

75 
J の
ポ
イ
ン
ト

• 

• 
古
く
な
つ
だ
ノ
リ
の
使
い
方

佃
煮
を
つ
く
っ
て
み
よ
う



ー
職
員
人
事
異
動
|

町
で
は
、
四
月
一
日
付
け
で
職

員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

【
配
置
が
え
】

V
教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
課
長

(
教
育
次
長
)

後

藤

正

比

古

V
教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
課
長

(
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
)

飯

島

顎

周

V
教
育
委
員
会
・
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
(
都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

長

)

都

築

勝

人

V
都
市
計
画
課
開
発
指
導
係
長
(
教

育
委
員
会
社
会
教
育
係
長
・
社
会

体
育
係
長
)

長

j頼

博

採

用

職
昌
(
・
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

主
事
補

田

中

大

嘱
託
・
釜
無
公
園
管
理
棟

野

沢

弘

嘱
託
・
温
水
プ

l
ル

内

藤

嘱
託
・
給
食
セ
ン
タ
ー

塚

原

幸恭

嘱
託
・
給
食
セ
ン
タ
ー

三

村

嘱
託
・
給
食
セ
ン
タ
ー

出

川

嘱
託
・
給
食
セ
ン
タ
ー

芦

沢

嘱
託
・
児
童
館

嘱
託
・
児
童
館

E
E
M
 

斗
式
/

嘱
託
・
児
童
館

円

H
H

4
川
川川

也
i
I
J
 

山藤

退

職

士
仙

(三
月
三
十
一

日
付
け
)

嘱
託
・
給
食
セ
ン
タ
ー

戸

田

巻

子

嘱
託
・
給
食
セ
ン
タ
ー

三

村

シ

カ

エ

嘱
託
・
給
食
セ
ン
タ
ー

鈴

木

剛

嘱
託
・
釜
無
公
園
管
理
棟

中

島

光

嘱
託
・

児
童
館

長

嘱
託
・
児
童
館

樋

中山
叩

+
m
T
 

幸

田

日召

I
 
l
 

--『，J'

臨
時
教
員

古住

i家

三
枝
子

'/覚智
恵
美

光美幸幸淑

教
育
委
員
会
の

機
構
が
変
わ
り
ま
す

町
で
は
行
政
事
務
の
多
様
化
に

伴
い
、
町
民
の
方
々
の
ご
要
望
に

即
応
で
き
る
よ
う
に
と
、
教
育
委

員
会
の
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。教

育
委
員
会
の
中
に
新
た
に
次

の
二
つ
の
課
を
新
設
し
ま
し
た
。

・
学
校
教
育
課

・
生
涯
学
習
課

電
話
番
号
は
今
ま
で
ど
お
り

(
岱
七
五
l

三
七
三
七
)
(
直
通
)

で
す
。

子子主令j工良日

教育委員会配置図

ま住子美

生
涯
学
習
課

ロ
ッ
カ
ー

学
校
教
育
課

主主

〈
中
央
公
民
館
一
階
〉

西
条警

察
官
駐
在
所

新
し
く
有
呆
巡
査
長
が

着

任

庁

南
甲
府
警
察
署
・
西
条
警
察
官
駐
在

所
に
、
新
し
く
有
泉
巡
査
長
が
勤
務
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

有
泉
巡
査
長
は
こ
れ
ま
で
南
甲
府
警

察
署
管
内
の
大
里
警
察
官
駐
在
所
に
勤

務
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

三
月
末
の
異

動
で
西
条
警
察
官
駐
在
所
に
こ
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
二
年
七
カ
月
に
わ

た
り
昭
和
町
の
治
安
維
持
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
い
た
清
水
正
吾
巡
査
長
は
、
有

泉
巡
査
長
が
勤
務
さ
れ
て
い
た
、
同
じ

南
甲
府
警
察
署
管
内
の
大
里
警
察
官
駐

在
所
に
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

お
ふ
た
り
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

(
敬
称
略
)

大
久
保
敏
彦

有

泉

秀

俊

長

田

浩

二

-
西
条
警
察
官
駐
在
所

-
押
原
警
察
官
駐
在
所

有泉巡査長

…

艇
に
し
よ
う
油
大
き
じ
五
杯
、
酒
と

m

み
り
ん
を
各
大
さ
じ
二
杯
、
砂
糖
小
さ

一
じ
一
杯
を
入
れ
、
ノ
リ
を
入
れ
て
弱
め

阜
の
中
火
に
か
け
ま
す
。
煮
た
っ
た
ら
ハ

…
シ
で
か
き
ま
ぜ
、
汁
気
が
な
く
な
る
ま

一
で
煮
ま
し
ょ
う
。
煮
る
と
き
に
赤
唐
子

四
を

一
本
入
れ
る
と
、
風
味
が
出
ま
す
。

一
よ
く
冷
ま
し
て
か
ら
広
口
の
瓶
に
詰
め

s

て
ふ
た
を
し
、
冷
蔵
庫
で
保
存
を
し
て

一
く
だ
さ
い
。
痛
み
や
す
い
の
で
、
四
、

m

五
日
に
一
度
は
、
煮
返
し
が
必
要
で
す
。

一

ノ
リ
の
油
焼
き
も
試
し
て
み
ま
し
ょ

F

う。

一
枚
の
ノ
リ
を
、
ハ
サ
ミ
で
八
枚

一
に
切
り
ま
す
。
つ
る
り
と
し
た
片
面
に

'
ハ
ケ
で
ご
ま
油
を
薄
く
ぬ
り
、
赤
唐
辛

一
子
の
粉
を
少
し
ふ
り
ま
す
。
ご
ま
油
を

，
ぬ
っ
た
ほ
う
を
二
枚
合
わ
せ
、
外
側
の

一
両
面
を
強
め
の
中
火
で
バ

リ
ッ
と
あ
ぶ

E

り
ま
す
。
ノ
リ
の
油
焼
き
は
、
酒
の
き

'
か
な
に
も
い
い

一
品
で
す
。

⑬ 広報しようわ平成7.5.1
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山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、

平
成
七
年
三
月

一
日
か
ら
特
定
機
能
病

院
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

〈〉
特
定
機
能
病
院
と
は

特
定
機
能
病
院
制
度
は
、

二
十
一

世
紀
に
向
け
て
良
質
で
適
切
な
医
療

を
効
果
的
に
行
う
た
め
の
医
療
供
給

体
制
を
つ
く
る
目
的
で
、
平
成
四
年

に
医
療
法
の
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ

た
新
し
い
制
度
で
、
医
療
施
設
の
機

能
分
担
と
患
者
診
療
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
り

ま
す
。つ

ま
り
、
特
定
機
能
病
院
と
は
、

高
度
の
医
療
を
提
供
す
る
病
院
と
し

て、

真
に
高
度
な
医
療
を
必
要
と
す

る
患
者
さ
ん
の
診
療
の
た
め
、
他
の

医
療
機
関
等
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者

さ
ん
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

Z~&#'@ 

医官議メモ
*山梨医科大学医学部附属病院が

「特定機能病院』に.グ

山梨医科大学

業務部医事課

お申込みは、役場広報担当(ft75-2111内線(211、212))まで

そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
病
院
な
の

で
す
。

〈〉
特
定
機
能
病
院
は

主
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を

行
い
ま
す
。

-
高
度
の
医
療
を
提
供
す
る
。

-
高
度
の
医
療
技
術
の
開
発
及
び
評

価
を
行
、
つ

0

.
高
度
の
医
療
に
関
す
る
研
修
を
行

、円ノ
0

.
他
の
医
療
機
関
等
か
ら
紹
介
さ
れ

た
患
者
に
対
し
医
療
を
提
供
す
る
。

〈〉
特
定
機
能
病
院
に
な
る
と

地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
深
め
る
と
と
も
に
、

当
該
医
療
機
関
等
か
ら
紹
介
の
あ

っ

た
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を
積
極
的

に
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

本
院
(
特
定
機
能
病
院
)
を
初
め
て
受

診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は
、
紹
介
状
の

持
参
が
望
ま
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈〉
特
定
機
能
病
院
の
診
療
料
金

平
成
七
年
三
月

一
日
か
ら
、
次
の

料
金
が
特
定
機
能
病
院
の
診
療
料
金

と
し
て
加
算
又
は
算
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

1
紹
介
患
者
加
算
(
初
診
料
の
加
算
)

↓
診
療
報
酬
点
数
七
五
点
(
七
百

五
十
円
)

※
初
診
時
に
紹
介
状
を
持
参
さ
れ

た
場
合
に
加
算
さ
れ
ま
す
が
、

加
入
し
て
い
る
保
険
の
種
類
に

よ
る
自
己
負
担
分
が
患
者
さ
ん

の
負
担
額
(
一
割
(
七
十
五
円
)
、

二
割
(
百
五
十
円
)
、

三
割

(
二

百
二
十
五
円
)
〕
と
な
り
ま
す
。

2
紹
介
患
者
加
算
相
当
額
↓
五
百
十

五
円

※
初
診
時
に
紹
介
状
を
持
参
さ
れ

な
か

っ
た
場
合
は
、
保
険
へ
の

加
入
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
律
に
五
百
十
五
円
が
患
者
さ

ん
の
負
担
額
と
な
り
ま
す
。

3
特
定
機
能
病
院
入
院
診
療
料
↓
診

療
報
酬
点
数
四
百
五
十
点
(
四
千

五
百
円
)

※
入
院
の
日
に
算
定
さ
れ
ま
す
が
、

加
入
し
て
い
る
保
険
の
種
類
に

よ
る
自
己
負
担
分
が
患
者
さ
ん

の
負
担
額
〔

一
割
(
四
百
五
十

円)、

二
割
(
九
百
円
)
、

三
割
(
千

三
百
五
十
円
)
〕
と
な
り
ま
す
。

4
基
本
的
エ

ッ
ク
ス
線
診
断
料
↓
診

療
報
酬
点
数
三
五

O
点

(
三
千
五

百
円
)

※
入
院
の
患
者
さ
ん
に

一
週
間
に

っ
き

一
回
算
定
さ
れ
ま
す
が
、

加
入
し
て
い
る
保
険
の
種
類
に

よ
る
自
己
負
担
分
が
患
者
さ
ん

の
自
己
負
担
額
〔

一
割

(
三
百

五
十
円
)
、

二
割
(
七
百
円
)
、

三
割
(
千
五
十
円
)
〕
と
な
り
ま

す
。

5
基
本
的
検
体
検
査
判
断
料
(
一
)

↓
診
療
報
酬
点
数
四
五

O
点

(四

千
五
百
円
)

※
入
院
の
患
者
さ
ん
に
月

一
回
に

限
り
算
定
さ
れ
ま
す
が
、
加
入

し
て
い
る
保
険
の
種
類
に
よ
る

自
己
負
担
分
が
患
者
さ
ん
の
負

担
額
〔
一
割
(
四
百
五
十
円
)
、

二
割
(
九
百
円
)
、

三
割
(
千
三
百

五
十
円
)
〕
と
な
り
ま
す
。

山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、

良
質
で
高
度
の
医
療
を
提
供
す
る
特
定

機
能
病
院
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
中

核
医
療
機
関
と
し
て
、
患
者
の
皆
さ
ん

の
御
期
待
に
応
え
る
た
め
に
こ
れ
ま
で

以
上
に
研
さ
ん
に
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
す
の
で
、

一
層
の
御
理
解
と
御
協
力

の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

企
画

財
団
法
人

里
仁
会

固
因
回
国
一

恥
(
三
月
一
日

i
三
月
三
十
一
日
受
付

一
女
あ
誕
生
女
健
や
か
な
こ
成
長
を

F

地

区

氏

名

(

保

護

者

)

叩

河

西

西

愛

美

(

浩

二

一
西
条
新
田
黒
川
優
紀
(
政
志
)

恥
西
条
新
田
大
城
れ
い
な
(
正
竜
)

叩
西
条
二
区
小
野
貴
裕
(
利
彦
)
叩

吋
西
条
二
区

間

翼

(

賢

一一
)
…

い
紙
漉
阿
原
小
泉
綾
香
(
照
夫
)
恥

叩

押

越

清

水

美
穂
(
喜
久
男
)
叩

一
西
条
新
田
井
上
綾
太
(
隆
尚
)
吋

一

押

越

山

田

い

ず

美

(

実
)

い

や

河

東

中

島

山

本

理

佳

(

聖

)

ゆ

一
上
河
束
三
区
小
野
航
平
(
昭
)
吋

一

押

越

星

野

一
輝
(
浩

一)
M

F

押

越

宮
下

早
紀
(
悟
)
苧

叩
西
条
二
区

縄

田

聖

也

(

正

実
)
明

日

押

越

手

塚

剣

士

(

忠

彦

)

…

…
・
ご
結
婚
・
末
長
く
あ
幸
せ
に

い

酌

地

区

氏

名

申

一

紙

漉

阿

原

坪

井

祐

一

吋

山

河

野

悦

子

m

F

河

西

岡

田

昇

ゆ

叩

高

添

久

美

明

…
・
お
悔
み
A
V
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

…

恥

地

区

氏

名

(
届
出
人
)
』

叩
清
水
新
居
笹
本
孝
夫
(
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「安企

〈楽しいクッキング〉 67J砂〆まあ、

・材料 (4人分)

レンコン…直径5----6cmの物15cm

豚挽き肉-・・・・・・・・100---150g 
二ラ……………・…・…・7把

レモン・・………………'1/4
生菱・………........…・15g
片栗粉・..........・・・・小さじ4

塩・コショウ・…・ー…・・少々

レタス・....................3枚

・作り方

⑦二ラはざく切り込しようがはみじん切りにする。

②⑦に挽き肉を輝、、塩・コショウをふり、つなぎに片栗粉

を混ぜ、てよくこねる。

③レンコンは5mm位の厚さに切り揃える。

④切ったレンコン2枚の間lこ②の具を挟み、軽く押える。

⑤天13¥ら粉を水でとき、具を挟んだレンコンを天ぷらを揚げ

る要領で揚げる。

⑥器!こレタスなどを敷き半分に切つだレンコンギョウザを盛

イ寸け、レモンをそえる。

おいしそ一!!

天ぷら粉・・・・..........・・・・適量

揚げ油.....................適量

*タレ

・酢(レモン)

・正油

・ラ-i由

レ
ン
コ
ン
ギ
ヨ

ウ
ザ

食生活改善推進委員

新谷 幸子さん(上河東)

ちょっと一言

食いつも食べているギョウザ

もレンコンで挟み、揚げてみ

れば、 また変わった風昧てやい

ただ、けると思います。

簡単な料理なので子供さんと

一緒 lこ作ってみてはいかがで

しょうか。

南t 7]<. イキt二」 春 落 茎 H番 犬 不 亡 -背下
草萌 温る
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接あ 病か ぐと 夫 ほ 、
あは 勇文 JうJ 病ロ 万持 ちの ぎり 院け り戯 のう

つた戻 』こ Lこ 衣惜 端た け揺 木け 食合 てむ
遺影 れん

りる 咲池 ていし
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交鳥 ホる
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lまりの た底 つ 2反 畑団
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る り

俳
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合
月
の
花
木

よこい 君 囲は -園田富融輔融機織線鶴鑑議顛轟轟 ち{固く 花
うのう花 影 て、 、・・・国際議 機 察機綴欄麟謬繍 、くやよス 言
口表 言 の 草 、日 ・・・圃置轟終議議機機緩謬機機機騒畿遼清 らうズ 葉

現 葉 こと 高 本 圃露期購霊験機騒機謬機機線機綴鱗 楚い lこラ |
カすがとも地てい.際機嫌 融機還機欄織機畿舗 なつしン純

ピ使を呼やは ・E緩懇裁主題畿盗塁鶏議機幾畿畿畿議警鐘選輯姿 けでは潔
タわ 表 ば山北 ・・機議繁義達機騒撃機務瀦機縁畿畿畿機襲撃 の
リれ現れ地 j海海毎毎~ -齢畿懇畿薮懇幾綴畿畿幾懇緩綴緩繍iわそ d小、大 幸
とますてに道 圃-睡綴幾綴察繋謬欝騒畿鱗畿緩綴畿警鱗還 りのさきせ
あするい自カか、 瞳掴.置畿緩繁綴饗笈笈之iぷ之畿難輔鞘唾鍾譲畿譲 に花ななが
てカが1のま生ら 盟覇掴.盤懇畿畿緩愛 譲譲鱒謹圏置聾欝欝鱗懇 はは 白 二 訪
は 、にす し九 醸襲麗掴.薗畿懇瀦斗込いい斗♂消λ怒滋銘

ま ス 、 。てリ州外州hイ+刊卜川、イ| 醸鱗鍾彊掴.麟続審議饗費量懸務機遡 〈 ヤ鐘のる
るス、、よ いに 覇輯蝿幽圃圃園面磯総滋撃機騒額機綴謬遡. まコの 葉

花ラくまか しウよの
はン 『 す け すいと福花をす嫁ズで 咲くのう陰
な の 可 O てス 。る 言 が 嫁 贈 。にラはフき密 香 なに _'J 

い 花 憐 別広ズ かわ 訪 にらこ贈ンこラま 生 り花うミミ万万グ
では 』 名 いラ られれはれのりをのンすしををつ ~~う全仏
しどと を範ン てて 34た花ま花スス 。て放十む 町Y切。

《
ス
ズ
ラ
ン

(
鈴
蘭
)
》

急⑩ひと⑥
空には雄大に五月の風物詩

といわれているこいのぼりが
元気よくおよいでし、ます。 ま
た、 木々には若葉がつき、 全
体的に淡い緑色のよそおいで
す。花や木もとてもにぎやか
になり 、日大<Jl¥もさわやかさ
をはこんで"きてくれます。

このような時期には、外に
出て新鮮な空
気を?し、 っぱい
H及いなカZら、
体を動かして
みてはいカ悼す

でしょうか。
イ可カ冶来行しい

発見があるか
もしれませんfノ

⑮広報 しようわ 平成7.5.1



C保健 だより5
乳 児 健 康 量B分~ 査

実施 日 該 、~ゴF j! 日し 受付時間

平成ア年T月生まれ 午後f時-----1時30分
5月9日
(火)

平成6年10月生まれ 午後4時30分-----2時

実施日 きロ点ずいく 当 v 臼し 受 付 時 間

平成6年4月生まれ 午後1時-----1時30分
5月10日
(水)

平成6年7月生まれ | 午後T時30分-----2時

場所総合会館

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタ オル

乳児整形外科検診

実施日 5月31日(水)

受付時間午後7時-----1時15分

場 所総合会館

該当児 平成 7年 1月~平成 7年 2月生まれのお子さん

持ち物 母子手帳・筆記用具

*神経芽細胞腫検査の説明と検査セッ トの配布...1月生まれ

*予防接種の説明と予診票・パンフレッ ト等の配布… 2月生まれ

3 歳児健康診査

実施日 5月30日(火)

受 付時間午後T時-----1時30分

場 所総合会館

該当時 平成 4年 2月一平成 4年 3月生まれのお子さん

及ぴ前回未受診のお子さん

持ち物 母子手11長・3歳児健康診査票 ・尿検査セッ トイ也

5 歳児健康診査

実施日 5月何回(金)

受 付時間午後T時-----1時30分

場 所総合会館

該当時 平成 2年 2月~平成 2年 4月生まれのお子さん

及ぴ前回未受診のお子さん

持ち物 母子手帳 ・5歳児健診質問票 ・尿検査セット

安 産 教

日時 5月18日(木) .22日(月)

午後T時30分-----4時
場 所 総 合 会館

F 晶『

盆

対象者出産予定日が平成 7年 6月一平成 7年 9月の方

内 容 母乳育児、お産に対する講義、妊婦体操や呼吸法

の実技など

因子手帳受付及び一般健康相談

日時 5月?日(月)・ 15日(月) . 29日(月)

午前9時~竹時30分

場 所総合会館

※母子手帳の交付を希望される方は、印鑑をお持ちください。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行います。

※予防接種についてのご相談も受け付けています。

1) /¥ ビ 1) 教 室

対象者 町内に住む身体に障害をお持ちの方

(脳血管疾患後遺症 ・整形外科疾患など)

訓練会場 町総合会館機能訓練室

(会場まで車での送迎をいた します)

訓練日程 5月12日(金) ・17日(水) ・羽田(水)

春期ポリオ生ワクチン投与

日 時 5月刊日(木)午後T時-----2時15分

場 所総合会舘

該当時

砂1回目・・・平成 6年 8月~平成 7年 1月生まれのお子さん

砂2回目・・・平成 6年 2月一平成 6年 7月生まれのお子さん

砂生後90ヵ月以内で 2回の投与が完了していないお子さん

持ち物 母子手11展・予診票

※追加投与…5月29日(月)午後1時-----1時30分

(竹田に投与できなかっだお子さんが対象です)

予防接種の相談

4月6日の予防接種説明会においでにならなかった方には、

一般健康相談(上段参照)の時に予防接種パンフレット、予

診票、接種券をお渡ししています。まだ受けとっていないお

子さんの保護者の方は一般健康相談においでくださ1;)0

対象者平成4年4月~平成6年刊月生まれ

※個別接種の接種券の期限が切れた方は、 一般健康相談で交

換いたしますので、古い接種券を持っておこしください。

他の予防接種との閏橘

1:~ri '1ir;/\~t f' :íj~IIT員立た~=::I
己主うJ 圃~

|今回受けるすべての予防接種|

-保健・健康に関するお問合せは

役場健康福祉課保健指導係

包75-2111 内線252・253までどうぞ

広報 しようわ 平成7.5.1⑬



。号。
参加者募集[初心者水泳教室|

*水に慣れ親しむことから始め、泳げない人でも25m

は泳げるようになり、水泳が楽しくなります/

あなたもいっしょにはじめませんか?

⑩対 象 一般成人男女

φ定 員 20人

⑮会 場昭和町立温水プール

⑮日時 5/10・5/12・5/17・5/19・5/24・5/26・5/31・

6/2・6/7.6/9 計10回

(毎週水・金曜日)

午後2時30分-3時30分

無料

5月2日(火)から受け付けを開始し、定員に

なり次第締め切らせていただきます。

利用チケッ トが必要となります。(回数券

3，000円)水着、水泳キャップ、タオルを

準備して下さい。

⑩お申し込み 昭和町立温水プール

(合75-9811)までどうぞ。
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国保ミこだより
町が医療機関などに支払った2

月分の医療費は、約3，379万3千円

です。(前年同月比3.0%増)病気

の予防は、早期発

見、早期治療が大

切です。むやみな

転医はつつしみ、

医療費を大切に使

し、まし ょう。

⑫広報しようわ平成7.5.1
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世界赤十字デー

大
安ノ

総合会館温泉定休|図書館・ 温水プー|飼えなくなった犬|心配ごと相談(総|ポリオ生ワクチンい}ハビリ教室
日 |ル休館日 | ・猫の収集日 |合会館午後1時- I投与(総合会館) I (総合会館)

慰問筒..乳児健診 |手L児健診 初心者テニス教室

躍穿 I i総合会館 I(総合会館 I(釜無テニスコート)
η金革蔀威令 初心者テニス教室
~-， I(釜無テニスコート)

17 ~ 
自然保護の日・
世界電気通信記念日

芸品示品示会一 ー ー --r亘書信温永ブζr1Jï，~~者÷三記長-主ー r1示;f13~ギー市兵五|-jj羽語、，-;;t -~-i! -r -5-志)ElIt~ ーーーーー ー ーー「面面→
(野球・ママさんパ|ル休館日 I (釜無テニスコート) I民館午後 1時-) Iの会(町立図書館 I(総合会館)

レー) 〆\、~~' ， I母子手帳交付及び・心配ごと相談(総|午前10時30分-) I初心者テニス教室
/¥'1、?"':司¥-I一般健康相談 合会館午後1時-)I I (釜無テニスコート)

ぬ誠総|献血(役灘伊リハビリ教室 |安産教室①
下卓刊~: -~ I ;~im ~ ':;ク申込み I(総合会館 I(総合会館)
仁イッ LJ I--'~' '(ー22日まで)I 
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金 Friday
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劃こどもの日・
児童福祉週間

」図書詰; 急対二 r 一一一一一一一一一 l一一一一一一一一一一r---~~一一一一!一ーム:一一一一T言語F一一一一
ル休館日 | 勾予 吋思t也JIl ι例三重~
母子手帳交付及び_.-11部~ß rア?叱協J IIJ'L議定広J

| 肘 信E掛角趨の踊ふ {(、-"-廿¥ 111働7緬働.副『揮E詰4仏h 

摺調?談 |交交班仁川ぞ I~ぐ ム喧合皐茎一一
モ一一一 図書館休館白.温水ブ一ル休館日

10 ~ 111 ~ 112強
愛鳥週間 看護の日

目お
総合会館温泉定休 |図書館・温水プー |初心者テニス教室 |心配ごと相談(総飼えなくなった犬

白 |ル休館日 I (釜無テニスコート)I合会館午後1時一)I 市"、 | ・猫の収集日
山梨県スポレク祭 |安産教室② |町民コザルフ大会 r;:y~ "wl初心者テニス教室

I ... .. I ニd 宅 1 い l
(総合会館 I(グリーンパレイ)I ~偽噂，.. U I (釜無テニスコート)

h除、、'1;，1.{ s 

ミぎ礼

お帰りメロディーの
放送時間が午後6時に

今月から、お帰りメロディーの

放送時間が、これまでの午後5

時から午後6時に変重になりま

す。

なお、 6月.......9月まで午後6時

の放送時間となります。

30百
ゼロゴミの日・
環境美化の日

春の球技大会 |図書館・温水プ一 I3歳児健診 |図書館休館日
(一般ソフト・グラ|ル休館日 I (総合会館心配ごと相談(総
ウンドゴルフ・ 卓 |母子手帳交付及び 1;初心者テニス教室|合会館午後1時-)

球・ソフトノ〈レー)I一般健康相談 I (釜無テニスコート)I乳児整形外科
ポリオ追加投与 検診・リハビリ教室
(総合会館 I(総合会館)

31露
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※収集日が祝日の場合は収集業務はし、たしま

せんので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指えの収集袋を使用してください。

黒いビニール袋などでは出さないでください。

※収集袋、荷札には必ず氏名、電話番号を記入

てください。荷亦しは組大ゴミに使用してください。

※収集日の当日午前 8時30分 までに出してく

アごさい。

※!燃える物、燃えない物の分別はしっかりお

こなってください。

※粗大ゴミを早く処理したい方は、役場環境衛

生課へご相談ください。告75-2111(内線226)
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24日(第4水曜日)ゴ実


